
交付金配分枠 9,838,000 円

交付金決算額 9,838,000 円

その他収入 10,693 円

決算／配分 100.0%

各項目の決算

①協議会運営 3,714,698 円

②地域振興 1,187,476 円

③地域福祉 168,792 円

④安心・安全 251,851 円

⑤環境づくり(土木工事） 3,651,000 円

⑤環境づくり(その他） 356,005 円

⑥地域個性創出 518,871 円

決算総額 9,848,693 円

地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの活動方針活動方針活動方針活動方針（（（（テーマテーマテーマテーマ））））

総括総括総括総括

概要概要概要概要

①協議会運営

②地域振興

③地域福祉

④安心・安全

⑤環境づくり

⑥地域個性創出

陶地域陶地域陶地域陶地域　　　　地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり協議会運営状況概要協議会運営状況概要協議会運営状況概要協議会運営状況概要（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年度決算年度決算年度決算年度決算））））

①事務局体制（事務局長：1名　事務員：2名）　②　事務費の活用

①陶づくりセミナー  「高齢者の部」を開催　②広報誌「まるごと陶」を毎月発行し、各
戸に配布 　③ふれあいまつりの開催　ナンブナインへの協賛　④活動グループの育成（ふ
れあい農園クラブ、陶助っ人隊）

①地域福祉講座の開催　②子育て支援の推進（放課後の学童保育、未就園児子育て）③三
世代交流の推進（陶小ふれあい広場、新春ふれあい広場）④高齢者のサポート（西京大
学）

①自主防災対策（防災訓練の一環として、焚きだしの訓練、防災委員を単位自治会に設
置）②陶っこ見守り隊(子ども見守り活動)　③各種マナーアップの推進(マナーアップ啓発
のための看板設置)　④交通マナーアップ in ＳＵＥ(交通安全期間中に啓発用の幟掲揚と
広報車による広報活動や立哨)

①土木工事：単市土地改良((農水路)の整備)　②法定外公共物（里道舗装の整備）　③陶
クリーン作戦(道路環境美化)

第２次地域づくり計画に沿って、ワンランク上を目指す将来像“みんなでつくる住んで誇りに思う陶”の実現
に向けて、①事業目的の確認　②事業の質を高める　③力を合わせて　④みんなに出番を　⑤楽しみながら
等に留意して諸活動を展開しました。地域づくりの初年度ではあったが、各事業の項で示すような多様な事業
を概ね展開することが出来ました。

第２次陶地区地域づくり計画・福祉活動計画に基づき、 陶地区の「話し合いの文化」を活かしながら、住民
の衆知を結集して、全住民が目指す将来像「みんなでつくる住んで誇りに思う陶」を見据え、「美しい心ふれ
合う陶」の実現に向けて取り組んでいきます。

①「陶の四季・懐かしの写真」募集　②キャラクター「すえっきぃ」の活用　③陶ふるさ
と大学　④地元文化育成（陶来楽夢ミュージック）　⑤文化財保護活動（・陶窯跡周辺の
清掃、整備　・案内板の設置）　　⑥コミュニティ・スクールの支援

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

②地域振興

③地域福祉

④安心・安全
⑤環境づくり

（その他）

⑥地域個性創

出

全体

陶



今年度今年度今年度今年度、、、、重点的重点的重点的重点的にににに取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ事業事業事業事業

視点

事業名  人材発掘、人材育成 決算額

事業概要

視点  弱者にも理解あるまちづくり

事業名  地域福祉講座の開催 決算額

事業概要

視点  美しい安全なまちづくり

事業名  陶クリーン作戦 決算額

事業概要

視点  災害に強いまちづくり

事業名  自主防災活動の推進 決算額

事業概要

視点  ふるさとの文化でまちづくり

事業名  地元文化育成 決算額

事業概要

 （実施内容）　地区民が準備から行い、音楽を介し地域文化を育むため、地区内外の演奏
グループによる音楽祭を開催した。

 （実施時期）　平成25年11月

 （参加人数）　150名

 （成果）　9組(32名)の出演がありました。

 （評価）　都合により、今回は地区内の出演者が少なかったので、聴衆者も前年よりやや
減少しました。

 （今後に向けて）　地元民の出演比率を高め、　演奏内容も再検討します。

④

６７，６０１円

 （実施内容）①「陶ふれあいまつり」時に、防災訓練の一環として、焚きだしの訓練を実
施。　 ②単位自治会に防災委員の設置を決定。

 （実施時期）　①平成25年11月　②平成25年７、9、11月、26年１月

 （成果）　①炊き出し訓練を実施、500食の豚汁を用意することができました。②単位自
治会に防災委員の設置を決定する。

  (参加人数) 　①炊き出し訓練500人　②組織づくり55人

 （今後に向けて）　各集落に防災委員設置が決まりました。組織案の中身を検討しつつ、
次年度早々には、自主防災組織を立ち上げたいです。

 （評価）　炊き出しは、ふれあいまつり時に開催したので、大勢の地区民に防災意識が高
まりました。

⑤

１４２，０２５円

③

３０６，１３０円

　(事業内容) 　地区内の国道、県道周辺や通学路の環境美化を実施。

　(参加人数) 430人

 （評価）　住民の参加意識も高く、環境美化が向上しました。

 （今後に向けて）　運動会、ふれあいまつりと共に、陶地区民のふれ合いの場であり継続
して行います。

　(実施時期) 　６、７、２月（11月も予定したが雨天の為中止しました。）

 （成果）　小・中学生から高齢者まで、全集落、地区内23団体が参加する陶の一大行事と
なりました。

②

２６，３６０円

　（実施内容）  障がい者だけを雇用している企業の代表者を講師に招いて、講座を開催
した。

　（実施時期）  平成25年10月

　（参加人数）　60人

　（成果）　障がい者だけの事業所が取り組んでいる理念と仕事内容を知ることが出来ま
した。

　（評価）　障がい福祉について深く学ぶことが出来ました。

　（今後に向けて）　引き続き講座や研修会を開催し、あるべき地域福祉について学習し
ます。

①
  （参加人数）45人

　（成果）　高齢者同士の仲間づくりができました。

　（今後に向けて）　今年度は１回の開催に終わったので、次年度も引き続きセミナーを計画します

　（実施内容）地区内の人材発掘のための講座である陶づくりセミナー「高齢者の部」を
開催した。

  （実施時期）平成25年9月

　（評価）　地域づくりに、高齢者の協力が得られるまでには、１回のセミナー開催では
時間不足である。

 ７０，０８９円

 人材の発掘と育成によるまちづくり


